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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」②

「
川
崎
尚し

ょ
う

之の

助す
け

」ゆ
か
り
の
場
所

　

市
ま
た
は
教
育
委

員
会
が
後
援
す
る
行

事
や
催
し
物
は
、
後

援
名
義
が
使
用
承
認

さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
3
割
減
免
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
援
に
よ
る
支
援
と
減
免
に
よ
る

支
援
と
で
、
二
重
に
支
援
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
ま
た
は
教
育
委
員
会
名
に
よ

る
後
援
は
、
実
施
事
業
の
社
会
的

信
用
を
増
す
と
と
も
に
、
よ
り
事

業
の
効
果
や
成
果
が
高
ま
る
こ
と

な
ど
を
期
待
し
て
使
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
直
接
、
使
用
料
の
減

免
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
全
施
設
の
実
態
把

握
な
ど
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担

の
原
則
、
施
設
使
用
の
公
平
性
な

ど
の
観
点
か
ら
、
後
援
に
係
る
施

設
使
用
料
の
3
割
減
免
を
廃
止
す

る
こ
と
と
し
、
4
月
か
ら
適
用
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
施
設
は
下
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
経
営
管
理
係

☎
21

9
0
1
4

　

1
月
6
日
に
第
1
回
の
放
映
が

あ
っ
た
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」。

綾
瀬
は
る
か
さ
ん
演
じ
る
主
人

公
・
八
重
と
長
谷
川
博ひ
ろ

己き

さ
ん
演

じ
る
但
馬
出
石
藩
出
身
の「
川
崎

尚
之
助
」が
結
ば
れ
て
い
く
今
後

の
ド
ラ
マ
展
開
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

　

今
回
は
、
出
石
町
東
條
に
隣
接

し
て
建
つ
願が
ん

成じ
ょ
う

寺じ

と
宗す

鏡き
ょ
う

寺じ

を
取

り
上
げ
ま
す
。
い
ず
れ
も
中
世
但

馬
の
守
護
で
あ
っ
た
山
名
氏
が
居

城
・
此こ
の

隅す
み

山や
ま

の
麓
に
創
建
し
た
も

の
で
す
。
江
戸
初
期
、
と
も
に
現

在
地
に
移
転
し
て
き
た
臨
済
宗
大

徳
寺
派
の
寺
院
で
す
。

　

出
石
藩
の
公
用
の
日
記
で
あ
る

「
御
用
部
屋
日
記
」な
ど
か
ら
追
究

し
た
と
こ
ろ
、
川
崎
姓
の
藩
士
は

一
軒
だ
け
と
判
明
し
ま
し
た
。
文

化
年
間
の
作
成
と
み
ら
れ
る
出
石

藩
士
の
名
簿「
分ぶ

限げ
ん

帳ち
ょ
う

」に
も
、
城

下
の
本
町
に
住
む
川
崎
才
兵
衛
の

名
が
あ
り
、
七な
な

石こ
く

弐に

人に
ん

扶ぶ

持ち

と
あ

る
の
で
藩
内
で
は
小
役
人
ク
ラ
ス

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
川
崎

家
は
明
治
25
年
ご
ろ
ま
で
同
所
に

居
住
し
、
そ
の
当
時
は
川
崎
渉
一

と
い
う
当
主
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
の
で
、
菩
提
寺
と
し
て

の
願
成
寺
、
さ
ら
に
は
同
寺
の
過

去
帖
の
調
査
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

川
崎
家
代
々
の
墓
地
は
、
昭
和

50
年
代
の
は
じ
め
ま
で
願
成
寺
墓

地
の
一
画
に
あ
り
ま
し
た
。
寺
と

対
面
す
る
尾
根
上
で
す
が
、
現
在

は
縁
者
で
も
あ
る
大
石
家
の
墓
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
願
成
寺
に
は

過
去
帖
と
と
も
に
、
檀
家
の
墓
地

記
録
を
た
ど
る
資
料
と
し
て「
墓

籍
明
細
簿
」や「
墓
籍
図
」が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
か

つ
て
あ
っ
た
川
崎
家
墓
地
内
の
墓

石
の
一
つ
に
、
東
京
の
病
院
で
亡

く
な
っ
た
尚
之
助
と
同
じ
没
年
月

日
を
も
つ
人
物
の
戒
名
が
刻
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

戒
名
は「
川せ
ん

光こ
う

院い
ん

清せ
い

嵜き

静じ
ょ
う

友ゆ
う

居こ

士じ

」と
あ
り
、
か
な
り
位
の
高
い

名
称
で
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
・
市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
の

施
設
使
用
料
の
3
割
減
免
を
廃
止
し
ま
す

■対象施設一覧
施設名 所管課名 施設名 所管課名

市民会館
文化振興課

市立学校施設 スポーツ振興課
出石文化会館（ひぼこホール） 但東健康増進センター

高年福祉課
出石農村環境改善センター 竹野多目的屋内運動場
日高農村環境改善センター
（日高地区公民館） 生涯学習課

城崎市民センター 城崎総合支所
地域振興課城崎大会議館

竹野子育てセンター こども育成課 椒地域ふるさと生きがいセン
ター

竹野総合支所
地域振興課市民体育館

スポーツ振興課

総合体育館
出石市民ホール 出石総合支所

地域振興課豊岡総合スポーツセンター
神美台スポーツ公園

但東市民センター 但東総合支所
地域振興課城崎ボートセンター

城崎スポーツ広場 ※以下は、４月から指定管理者制度導入によ
り全ての減免を廃止竹野B&G海洋センター

竹野中央公園 出石多目的屋内運動場

スポーツ振興課
中竹野ふるさと館 植村直己記念スポーツ公園
資母体育館 出石総合スポーツセンター
円山川運動公園 出石B&G海洋センター

川
崎
家
の
菩
提
寺
だ
っ
た願

成
寺

▲

明
細
簿
の
戒
名
と
没
年
月
日
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没
年
月
日
は「
明
治
八
年
三
月

二
十
日
」と
あ
り
ま
す
。
墓
石
は

す
で
に
撤
去
さ
れ
、
墓
籍
資
料
に

も
俗
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
川
崎
家
の
墓
地

で
は
他
に
該
当
す
る
人
物
が
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
尚
之
助

と
深
く
つ
な
が
る
誰
か
が
、
彼
の

功
績
と
と
も
に
無
念
の
最
期
を
供

養
す
る
た
め
に
、
立
派
な
戒
名
を

付
し
て
刻
ま
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

仙
石
騒
動
と
い
わ
れ
る
藩
内
の

政
争
に
は
多
く
の
藩
士
が
巻
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
三
代
に
わ

た
る
当
主
・
川
崎
才
兵
衛（
世
襲

名
）も
、
文
化
期
か
ら
明
治
初
め

に
か
け
て
混
乱
と
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
天
保
7

（
1
8
3
6
）年
生
ま
れ
の
尚
之
助

は
二
代
目
才
兵
衛
の
四
男
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

沢た
く

庵あ
ん

和お

尚し
ょ
う

の
寺
と
し
て
親
し
ま

れ
る
宗
鏡
寺
本
堂
に
は
、
本
尊
の

右
手
前
に
巨
大
な
鋳
銅
製
の
燈
籠

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
意
匠
も
細

工
も
優
秀
な
工
芸
品
で
、
昨
年

末
、
こ
れ
が
初
代
才
兵
衛
と
み
ら

れ
る
勝か
つ

興お
き

が
寄
進
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
台
座
背
後
の
銘
文
に

よ
り
判
明
し
ま
し
た
。
文
政
2

（
1
8
1
9
）年
2
月
に
、
川
崎
氏

お
よ
び
縁
者
の
石
村
氏
の
た
め
に
、

武
運
長
久
・
家
内
安
全
を
祈
願
し

て
寄
進
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

銘
文
を
草
し
た
金き
ん

嶺れ
い

和お

尚し
ょ
う

は
高
僧

で
あ
り
、
燈
籠
の
費
用
も
高
額
な

こ
と
か
ら
、
当
時
の
川
崎
家
の
人

脈
と
財
力
が
う
か
が
え
ま
す
。
し

か
し
藩
士
の
身
分
は
高
く
な
い
の

で
、
こ
の
寄
進
に
は
何
ら
か
の
背

景
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い
尚
之
助
で

す
が
、
今
後
も
彼
の
出
自
や
実
像

を
解
き
明
か
し
て
い
く
調
査
の
進

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
問
合
せ
》
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
を
4
月
1
日
以
降
に
予
定

し
て
い
る
方
の
補
助
申
請
を
2
月

1
日（
金
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

・
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電
力

受
給
契
約
を
4
月
1
日
以
降
に

締
結
す
る
個
人
の
方（
申
込
み

時
点
で
未
着
工
の
方
に
限
る
）

・
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
を
自

身
の
住
宅
で
消
費
し
、
余
剰
電

気
を
電
力
会
社
に
売
電
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と

・
補
助
対
象
経
費
が
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
55
万
円
以
下（
税
別
）

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

※
国
の
制
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
市
も
年
度
途
中
に
変
更
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
1

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
基
本
額

3
万
円（
上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順（
約

1
0
0
件
分
）

▽
申
込
方
法　

地
域
戦
略
推
進

課
に
あ
る
申
請
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21

9
0
1
2

《
太
陽
光
発
電
設
置
等
の
相
談
》

太
陽
光
発
電
相
談
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8

3
7
1

6
0
0
0

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問

販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
増
え
て

い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
契
約
の
前
に
契
約
内
容
・
金
額

に
つ
い
て
複
数
の
事
業
者
か
ら

見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
補
助
金
制
度
、
発
電
量
、
売
電

量
の
目
安
な
ど
は
、
自
身
で
も

情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
規
模
や
家
族
構
成
か
ら
必

要
発
電
量
を
見
極
め
た
上
で
、

家
屋
の
耐
久
性
な
ど
を
考
え
て

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適

用
さ
れ
、
8
日
間
は
無
条
件
で

契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

　

☎
21

9
0
0
1

■
平
成
25
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

市
内
施
工
業
者
の
登
録
を
募
集

　

市
内
施
工
業
者
に
よ
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
す

る
た
め
、
事
前
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

登
録
し
た
事
業
者
一
覧
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
の
際
に

利
用
し
ま
す
。

▽
登
録
方
法

・
地
域
戦
略
推
進
課
に
あ
る
登
録

申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
市
内

事
業
者
を
証
明
す
る
も
の（
商

業
登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
、
課

税
調
査
同
意
書
の
い
ず
れ
か
一

つ
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
有
効
期
間
は
1
年
間（
年

度
単
位
）で
す
。

▽
申
込
期
限　

2
月
28
日（
木
）

※
期
限
後
も
登
録
可
能
で
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21

9
0
1
2

平
成
25
年
度
分
　
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
補
助
し
ま
す

■太陽電池出力１キロワット
　当たりの補助金単価表

パネル

施工業者
市外産 市内産

市外業者 30,000円 40,000円
市内業者 40,000円 50,000円
※市内業者による施工の場合
は、１キロワット当たり１万円
上乗せ。市内産パネルを使
用した場合は、１キロワット当
たり１万円上乗せ

祖
父
寄
進
の
燈と
う

籠ろ
う

が
残
る宗

鏡
寺

▲

才
兵
衛
寄
進
の
燈
籠

▲宗鏡寺本堂


